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北
上
盆
地
南
端
部
に
お
い
て
土
地
改
良
事
業
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
近
接
地
の
磐
井
川
(
北

上
川
支
流
)
下
流
平
野
の
事
業
が
、
明
治
末
期
に
始
ま
る
の
と
く
ら
べ
大
変
遅
れ
て
い
る
。
盆
地
南
端
部
の
伝
統
的
な
農
業
形
態
の
特
色

は
、
山
地
末
端
よ
り
の
水
田
に
よ
る
自
給
主
食
の
生
産
と
、
北
上
川
の
自
然
堤
防
の
畑
に
よ
る
商
品
作
物
の
生
産
と
い
う
複
合
経
営
に
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
経
営
形
態
は
、
土
地
改
良
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
序
々
に
姿
を
か
え
、
現
在
の
米
作
に
特
色
づ
け
ら
れ
る
単
一
経
営
に

変
っ
て
き
た
。

こ
の
研
究
の
第
一
の
ね
ら
い
は
、
土
地
改
良
事
業
が
、
ど
の
よ
う
な
時
期
に
、
ど
の
よ
う
な
地
域
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
が
地

域
農
業
の
ど
の
よ
う
な
変
革
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

研
究
の
第
二
の
ね
ら
い
は
、
山
地
よ
り
の
水
田
と
、
北
上
川
ぞ
い
の
畑
の
く
み
合
せ
に
よ
る
複
合
経
営
を
支
え
て
き
た
水
利
が
、
事
業

69 

の
進
展
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
っ
て
き
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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ニ
、
盆
地
の
概
要
と
土
地
改
良
事
業

北
上
盆
地
南
端
部
は
、
東
が
北
上
山
地
、
西
が
奥
羽
山
脈
、
南
が
奥
羽
山
脈
か
ら
は
り
出
す
磐
井
丘
陵
に
囲
ま
れ
、
東
西
の
幅
は
三

i

四
キ
ロ
で
あ
る
。
盆
地
底
は
、
右
岸
で
東
南
方
向
、
左
岸
で
西
南
方
向
に
五

O
O分
の
一
内
外
低
く
傾
斜
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
地
質

ト
ル
で
あ
る
。

は
北
上
川
が
つ
く
る
沖
積
層
で
、
土
壌
は
肥
沃
な
壌
土
お
よ
び
埴
壌
土
、
地
下
水
は
高
い
と
こ
ろ
で
一
メ
ー
ト
ル
、
多
く
は
二

l
三
メ

I

昭
和
初
期
の
土
地
利
用
は
、
水
田
が
北
上
川
か
ら
へ
だ
た
っ
た
山
ぞ
い
に
、
畑
は
北
上
川
を
は
さ
む
川
ぞ
い
に
集
中
し
て
い
る
。
や
や

祥
細
に
み
る
と
、
水
田
は
、
東
岸
が
山
際
に
限
ら

大正2年の土地利用

れ
て
い
る
の
に
対
し
、
西
洋
は
山
際
か
ら
北
上
川

寄
り
に
か
な
り
は
り
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
北
上

川
の
流
れ
が
東
に
寄
っ
て
い
る
と
い
う
地
形
的
条

件
に
も
よ
る
が
、

よ
り
基
本
的
に
は
、
東
岸
の
水

田
が
、
東
部
山
地
か
ら
流
れ
て
く
る
小
河
川
、

お

図 1

よ
び
山
地
末
端
に
設
置
さ
れ
た
用
水
溜
池
に
限
ら

れ
て
い
る
の
に
対
し
、
西
岸
が
藩
政
期
に
確
立
し

た
磐
井
川
を
用
水
源
と
す
る
用
水
体
系
を
前
提
に

し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る

T
ヨ
畑



は
、
北
寄
り
が
用
水
条
件
に
め
ぐ
ま
れ
な
い
北
上
川
の
自
然
堤
防
地
常
、
南
寄
り
が
狐
禅
寺
峡
谷
に
よ
る
湛
水
の
常
習
地
に
集
中
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
土
地
利
用
は
、
用
水
に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
を
自
給
主
食
を
確
保
す
る
水
田
、
用
水
の
恵
ま
れ
な
い
と
こ
ろ
を
自
給
食
料

の
補
給
と
、
現
金
収
入
を
確
保
す
る
畑
と
し
て
利
用
す
る
複
合
経
営
を
端
的
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
(
2
〉O

と
と
無
関
係
で
は
な
い
。
近
代
に
入
っ
て
か
ら
水
害
は
頻
度
を
重
ね
ハ
3
〉、

盆
地
南
端
部
に
お
い
て
、
戦
前
段
階
に
本
流
水
利
用
に
よ
る
開
田
が
進
展
し
な
か
っ
た
の
は
、
当
該
地
が
水
害
の
常
習
地
で
あ
っ
た
こ

こ
の
年
を
基
点
と
す
る

昭
和
二
十
五
年
の
記
録
に
よ
れ
ば
、

こ
え
る
所
が
あ
っ
た

7uo
こ
の
よ
う
な
た
び
重
な
る
水
害
は
、

水
害
は
、
過
去
十
五
年
間
に
十
回
を
数
え
、
浸
水
面
積
は
関
係
地
区
の
三
分
の
一
に
あ
た
る
一
千
町
歩
、
最
大
浸
水
深
は
十
メ
ー
ト
ル
を

開
田
や
耕
地
整
理
な
ど
関
係
事
業
の
推
進
の
た
め
の
生
産
的
エ
ネ
ル
ギ
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ー
の
醸
成
の
機
会
を
う
ば
っ
た
の
で
あ
る
。
全
国
水

準
に
く
ら
べ
て
関
係
事
業
の
進
展
が
遅
れ
て
い
る
と

い
わ
れ
る
北
上
川
流
域
の
な
か
で
も
、

こ
の
地
区

区

が
特
に
遅
れ
て
い
る
理
由
も
こ
の
点
に
求
め
ら
れ

業地

る

事

近
年
に
お
け
る
土
地
利
用
の
変
化
に
つ
い
て
み
る

と
、
北
上
川
両
岸
の
自
然
壌
防
を
中
心
に
開
田
が
い

図 2

ち
じ
る
し
く
進
み
、
畑
は
盆
地
西
南
端
の
磐
井
川
ぞ

い
に
わ
ず
か
に
残
る
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ

は
用
水
条
件
に
め
ぐ
ま
れ
な
か
っ
た
自
然
堤
防
地
帯
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表 1北上盆地南端部の土地改良事業

|事業団体|地区名|事業一業期間!備 考

1 平泉土地改良区 太田川 59.1ha 45-46 

2 /1 下 谷起 9.5ha 40 関回 9.5

3 /1 平 泉 114.8ha 32-34 関田114.8

4 /1 佐 野 10.5 40-42 関田 7.8

5 /1 

一 貫 15.4 39.10-40.3 グ 12.0

6 共同施行 上野台 10. (?) 50(? ) 

7 /1 石 田谷起 24町 16(37-38) 関(1日田田24町
改良21.5ha) 

8 照井堰土地改良区 高田 谷 88.29 34.10-35.3 87.4 

9 グ 根岸谷起 15.34 36.12-37.3 10.2 

10 /1 三 角谷起 15.00 38.12-39.3 12.40 

11 舞良川区西部土地改 太源・三角谷地 49.59町 30. 9-31. 3 35.68 

12 /1 草 島 10.06 39. 3-39.5 8.67 

13 /1 三 番谷起 13.76ha 39 13.76 

14 共同施行 支 畑 10. 2町 6・7年頃 10. 2 

15 λF 中 止田 22 λr 22 

16 照井堰土地改良区 糠 瀬 8.06ha 40. 4-40.6 7.06 

17 /1 一 番谷起 9.34 40. 4-40.5 5.82 

18 /1 清 水畑 5. 57ha 38.12-39.3 4.39 

19 グ 中 旦 449. 4ha 31.10-34.3 6. 0 

20 長島耕地整理組合 長部・小島 72. 5町 8-9 
)関田 9.14

21 長島土地改良区 長 島 97.74ha 40.10-41. 3 旧田改良53.19

22 北上川東地改部
土 良区 長部谷起 133.40 32.11-34.3 121. 60 

23 小島土地改良区 島 141. 26 33.10-34.3 115.10 

24 舞草 Fノ 中 島 33.10-34.3 18.20 
25 /1 細 回

26 舞草土地改良区 谷起因 7.12ha 50 

27 舞草耕地整理組合 !日 自 57.55町 11 49.88 

28 舞草土地改良区 藤 後 18.87 34 18.87 

29 /1 藤 後向 5.71 34 5.71 

30 M 土 橋 15.15 41 15.15 



が
、
北
上
川
本
流
の
用
水
地
域
に
編
入
さ
れ
て
開
田
の
条
件
が
と
と
の
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
と
も
に
、
地
域
農
業
が
田
畑
の
複
合
経

営
か
ら
米
の
単
作
化
を
指
向
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

北
上
盆
地
南
端
部
の
耕
地
整
理
並
び
に
土
地
改
良
事
業
地
区
を
み
る
と
、
第
一
表
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
戦
前
の
耕
地
整
理
事
業

は
、
左
岸
が
北
寄
り
の
長
部
、
小
島
地
区
、
南
寄
り
が
旧
団
地
区
に
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
北
上
川
本
流
水
利
用
に
よ
る
開
田
を
主
要
事
業
と
す
る
も
の
で
、

そ
の
規
模
は
五

O
町
歩
前
後
と
な
っ
て
い

る。
一
方
、
右
岸
は
中
央
部
に
石
田
谷
起
、
貰
畑
、
中
畑
の
三
事
業
区
が
認
め
ら
れ
、
前
者
と
同
じ
く
本
流
水
利
用
に
よ
る
開
田
を
主
要
事

業
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
規
模
は
二

O
町
歩
前
後
と
小
さ
い
。
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戦
後
の
事
業
は
、
そ
の
性
格
か
ら
三

0
年
代
前
半
と
、
三

0
年
代
後
半
後
の
二
期
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
0
年
代
前
半
の
事

業
は
、
左
岸
北
寄
り
が
戦
前
の
事
業
区
を
は
さ
む
こ
つ
の
地
区
、
南
寄
り
が
同
じ
く
戦
前
の
事
業
区
を
は
さ
む
三
つ
の
地
区
、
右
岸
が
北

上
川
ぞ
い
の
北
寄
り
か
ら
中
央
に
か
け
る
地
区
と
南
寄
り
の
旧
田
改
良
地
区
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
三

0
年
代
後
半
後
の
事
業

は
、
左
岸
北
寄
り
が
既
事
業
区
を
中
心
と
す
る
再
改
良
地
区
、
南
寄
り
が
既
事
業
区
を
は
さ
む
地
区
、
右
岸
が
北
上
川
支
流
の
太
田
川
両

岸
の
旧
田
改
良
と
開
田
か
ら
と
り
残
さ
れ
て
き
た
地
区
と
な
っ
て
い
る
。

三
、
耕
地
整
理
事
業
の
進
展
と
そ
の
背
景

わ
が
国
の
耕
地
整
理
並
び
に
土
地
改
良
事
業
は
、

(
旧
)
耕
地
整
理
組
合
法
(
明
治
三
十
二
年
)
が
成
立
し
た
明
治
中
期
か
ら
大
正
初

期
の
地
主
を
中
心
と
す
る
事
業
の
進
展
期
、
開
墾
助
成
法
(
大
正
九
年
)
や
用
排
水
幹
線
補
助
要
項
(
大
正
十
一
年
)
等
が
制
定
さ
れ
た
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大
正
中
期
か
ら
戦
前
ま
で
の
公
共
事
業
的
性
格
の
強
ま
る
時
期
、
土
地
改
良
法
(
昭
和
二
十
四
年
)

の
制
定
以
後
、
小
農
技
術
形
成
が
進

ん
だ
時
期
、
農
業
基
本
法
制
定
以
後
、

小
規
模
事
業
の
増
加
し
た
時
期
に
わ
け
ら
れ
る

(50
先
進
米
作
地
帯
に
お
け
る
耕
地
整
理
は
、

大
地
主
を
指
導
者
と
し
て
明
治
中
期
に
い
ち
早
く
施
行
さ
れ
た
の
に
対
し
、
岩
手
県
に
お
け
る
そ
れ
は
、
明
治
末
期
の
凶
作
時
の
救
農
策

に
く
り
こ
ま
れ
て
施
行
さ
れ
た
の
が
も
っ
と
も
早
く
(
旦
、
こ
れ
の
本
格
化
は
大
正
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

岩
手
県
に
お
け
る
米
生
産
力
を
み
る
と
、
大
正
中
期
ま
で
反
当
一
石
水
準
を
示
す
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
よ
う
や
く
二
石
水
準

に
転
じ
て
い
る
(

7

)

。
こ
れ
は
稲
の
耐
寒
耐
病
品
種
の
研
究
、
早
生
種
に
よ
る
本
田
移
植
期
の
く
り
あ
げ
、

化
学
肥
料
の
研
究
、

病
虫
害

対
策
の
研
究
等
、
大
正
期
の
米
作
技
術
の
向
上
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
正
期
に
始
ま
る
耕
地
整
理
事
業
は
、
こ
の
よ
う
な
動
向

を
背
景
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

大
E
期
に
始
ま
る
北
上
盆
地
の
耕
地
整
理
事
業
と
し
て
は
、
江
刺
平
野
の
江
刺
耕
地
整
理
事
業

(
大
正
五
年
着
手
)
、

江
刺
中
央
耕
地

整
理
事
業
(
昭
和
五
年
着
手
)
、
愛
宕
耕
地
整
理
事
業
(
昭
和
十
六
年
着
手
)
が
知
ら
れ
る
。

同
事
業
は
、

耕
地
整
理
法
の
改
正
に
よ
る

濯
減
施
設
改
良
の
承
認
(
明
治
三
十
八
年
)
を
始
め
、
開
墾
地
目
変
換
(
四
十
二
年
)
、
埋
立
干
拓
の
承
認

(
大
正
三
年
)

を
背
景
に
動

き
出
し
て
い
る
が
、

実
質
的
な
進
展
は
事
業
費
の
補
助
率
の
増
加
な
ど
事
業
と
り
く
み
の
条
件
が
容
易
と
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
(
8〉
O

江

刺
耕
地
整
理
事
業
は
、

い
ま
だ
十
分
な
資
金
助
成
策
の
確
立
を
み
な
い
時
期
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
当
該
地
区
の
生
産
的
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
高
ま
り
が
ひ
と
き
わ
大
き
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
江
刺
中
央
耕
地
整
理
事
業
は
、
大
正
期
に
始
ま
る
労
働
対
象
に
関
係
し
た

技
術
が
、
そ
れ
の
活
用
の
た
め
に
労
働
手
段
の
改
良
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
背
景
に
し
て
い
る
。
愛
宕
耕
地
整
理
事
業
を

加
え
た
三
つ
の
事
業
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
分
断
さ
れ
て
い
た
用
水
体
系
が
、
本
流
の
用
水
体
系
に
く
み
い
れ
ら
れ
た
こ
と
を

前
提
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
地
区
農
民
に
所
与
の
条
件
と
し
て
う
け
と
め
ら
れ
て
い
た
用
水
体
系
が
、
米
の
荷



品
化
の
過
程
で
、
改
変
で
き
る
条
件
と
し
て
う
け
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

北
上
盆
地
南
端
部
の
場
合
、
大
正
期
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
事
業
は
皆
無
で
あ
る
。
こ
の
第
一
の
要
因
と
し
て
は
、
関
係
地
区
が
水
害
の

常
習
地
で
、
事
業
を
推
進
せ
し
め
る
農
民
層
の
成
長
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
の
要
因
と
し
て
は
、
当

該
地
の
複
合
経
営
を
大
き
く
特
色
づ
け
る
畑
作
物
部
門
の
大
麻
、
菜
種
、
桑
(
繭
)
な
ど
、
当
時
な
お
有
利
で
あ
っ
て
、
開
田
の
要
求
が

表
面
化
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

米
作
の
前
提
条
件
と
な
る
水
利
に
つ
い
て
み
る
と
、
左
岸
山
ぞ
い
の
水
田
は
山
あ
い
の
小
河
川
と
用
水
溜
池
に
依
存
し
て
お
り
、
右
岸

の
山
ぞ
い
か
ら
平
野
部
に
は
り
出
す
水
田
は
、
藩
政
期
に
完
成
し
た
磐
井
川
か
ら
取
水
す
る
照
井
堰
の
用
水
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
北
上

川
ぞ
い
に
集
中
し
て
み
ら
れ
る
畑
は
、
こ
の
よ
う
な
用
水
体
系
か
ら
は
ず
れ
た
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
畑
の
水
田
化
の
た
め

北上盆地南端部の水利と土地改良

に
は
、
北
上
川
本
流
水
の
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
に
よ
る
か
、
既
存
の
用
水
体
系
に
編
入
し
て
そ
の
利
用
に
道
が
聞
か
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
前
者
は
、
北
上
川
治
水
計
画
が
い
ま
だ
樹
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
人
々
の
関
心
は
氾
濫
水
の
排
除
に
こ
そ
あ

れ
、
そ
の
利
用
に
日
が
む
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
後
者
は
、
左
岸
に
あ
っ
て
は
用
水
不
足
が
明
ら
か
で
あ
り
、
右
岸
に
あ
っ
て
は
地

区
西
よ
り
を
南
北
に
走
る
幹
線
水
路
の
利
用
が
可
能
の
よ
う
に
み
え
な
が
ら
、
実
際
に
は
水
利
権
の
関
係
か
ら
利
用
が
困
難
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
水
利
秩
序
の
変
革
と
い
う
視
点
か
ら
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
既
存
の
水
利
体
系
を
改
変
し
て
新
た
な
体
系
を
確
立
す
る
た
め
に

は
、
改
変
に
と
も
な
う
事
業
費
の
負
担
能
力
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
古
い
技
術
や
資
本
廃
棄
に
と
も
な
う
ロ
ス
を
カ
バ
ー
す
る
と
と
も

社
会
秩
序
の
変
革
に
と
も
な
う
摩
擦
を
克
服
す
る
だ
け
の
力
が
う
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
す
υ
。

戦
前
に
お
け
る
関
係
事
業

の
と
り
く
み
が
、
極
め
て
限
ら
れ
た
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
当
該
地
区
に
い
ま
だ
そ
の
よ
う
な
社
会
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
ま
れ
て

75 

い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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長島耕地整理事業面積

施 rr 前 耕地地積拡張 施行後
地 目

積|筆 数|実測地積地 関 田 地 F責

田 7.5310町 116 10.34町 62.69町

内 畦 畔 19 
民 外 Fノ 7 

畑 55.7411 612 57.65 50.50 0.07 
有
原 野 1. 4227 14 0.87 0.77 

溝 渠 9716 14 0.97 0.56 5.19 
地 溜 池 203 1 0.04 0.02 0.02 

言十 67.97 

有地国
道 路| 4.48 

言十 4.48 

f会 言十 72.45 

表 2

長島耕地整理組合事業概況

既
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
戦
前
の
事
業
地
区
は
、
右
岸
が
三
事
業

区
、
左
岸
が
二
事
業
区
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
区
は
、
近
接

地
に
く
ら
べ
て
平
坦
で
、
事
業
効
果
の
も
っ
と
も
大
き
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。
左
岸
部
の
事
業
規
模
が
右
岸
部
の
そ
れ
に
く
ら
べ
て

段
と
大
き
い
の
は
、
左
岸
の
農
家
が
所
有
す
る
水
田
が
右
岸
の
農

家
よ
り
零
細
で
、
自
給
主
食
確
保
の
要
求
が
左
岸
農
家
よ
り
切
実

で
あ
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。
事
業
の
指
導
者
と
一
般
農

民
は
、
こ
の
点
で
利
害
の
一
致
を
み
た
の
で
あ
る
。

以
下
戦
前
に
お
け
る
事
業
の
事
倒
を
長
島
耕
地
整
理
事
業
に
求

め
て
、
こ
れ
が
お
こ
な
わ
れ
た
背
景
と
事
業
内
容
に
つ
い
て
検
討

し
よ
う
。

同
事
業
区
は
、
東
北
本
線
平
泉
駅
の
東
方
、
北
上
川
の
左
岸
に

そ
う
鉄
型
の
土
地
で
、
旧
長
島
村
(
現
平
泉
町
)
大
字
長
部
・
小

島
の
一
部
で
あ
る
。
そ
の
面
積
は
六
三
町
歩
で
あ
る
。
地
区
の
東

北
お
よ
び
南
部
は
長
部
・
小
島
地
区
の
耕
地
と
山
地
、
西
部
は
狭

小
な
耕
地
を
へ
だ
て
て
北
上
川
と
接
し
て
い
る
。
標
高
は
最
高
二

一
五
メ
ー
ト
ル
、
最
低
一
八
八
メ
ー
ト
ル
で
、
東
部
の
山
地
に
接



ず
る
部
分
が
概
し
て
高
く
、
東
南
部
に
む
か
つ
て
低
く
な
っ
て
い
る
。
北
上
川
の
氾
濫
は
、
最
高
二
、
七
メ
ー
ト
ル
の
湛
水
、
最
低
位
部

の
浸
水
回
数
二
日
が
普
通
で
あ
っ
た
。

一
戸
当
り
の
所
有
耕
地
は
、
水
田
四
反
六
畝
歩
、
畑
一
町
三
畝
歩
で
、
古
く
か
ら
畑
作
地
帯
と
し

て
名
が
あ
っ
た
。
畑
は
大
麻
、
菜
種
、
麦
類
、
豆
類
の
二
年
三
作
を
中
心
と
し
、
他
に
桑
の
植
付
に
よ
る
養
蚕
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
た

が
、
手
入
れ
不
足
の
た
め
荒
地
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

地
区
内
の
旧
田
は
、
山
間
部
か
ら
流
下
す
る
用
水
を
た
く
わ
え
る
溜
池
に
依
存
し
て
い
た
が
、
余
量
は
平
時
に
お
い
で
す
ら
わ
ず
か

で
、
早
天
時
に
は
た
び
た
び
用
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
水
路
は
屈
曲
、
断
面
、
勾
配
と
も
不
整
で
、
降
雨
が
重
な
る
と
悪
水
の
湛

水
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
小
川
合
流
堰
を
み
る
と
、
総
延
長
一

O
六
三
聞
を
有
す
る
が
、
こ
れ
を
直
線
に

す
れ
ば
四
七
三
聞
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
道
路
お
よ
び
耕
作
道
は
、
配
置
不
備
、
延
長
不
足
に
加
え
、
路
面
粗
悪
、
断
面
狭
小
で
、
極
め
て

北上盆地南端部の水利と土地改良

不
便
で
あ
っ
た
。

事
実
と
り
く
み
の
運
動
は
、
大
正
十
年
当
時
、
岩
淵
松
田
郎
、
高
橋
源
三
郎
ら
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
、
両
者
の
計
画
は
、
水
源
を
東

部
山
地
に
求
め
て
七
町
歩
の
開
田
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
土
地
所
有
者
の
同
意
を
得
る
に
い
た
ら
ず
実
現
し
な
か

っ
た
白
)
O

既
述
の
よ
う
に
当
該
地
区
の
農
業
経
営
は
、

「
米
+
商
業
的
畑
作
」
の
複
合
経
営
に
特
色
づ
け
ら
れ
る
。
当
時
、
農
業
は
明
治
末
期
か

ら
の
連
続
的
な
冷
害
、
水
害
、
早
害
、
湿
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
特
に
米
作
は
用
水
跡
の
老
朽
化
に
よ
る
水
不
足
に
よ
っ
て
減
収
が
め

だ
ち
は
じ
め
、
畑
作
物
は
ま
た
大
正
末
期
に
入
っ
て
価
格
が
下
落
し
、
こ
の
た
め
農
家
は
大
幅
な
収
入
滅
に
悩
ん
だ
の
で
あ
る
。
農
業
経

営
の
改
善
を
求
め
る
声
は
、
こ
の
よ
う
な
動
き
の
な
か
で
よ
う
や
く
結
実
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
防
水
対
策
が
い
ま
だ
進
展
し
な
い
な
か

77 

で
の
米
作
は
、
洪
水
の
被
害
そ
の
も
の
か
ら
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
被
害
は
畑
作
物
に
く
ら
べ
て
一
段
と
小
さ
か
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っ
た
た
め
、
農
業
改
良
の
中
心
に
す
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

組
合
設
立
ま
で
の
主
唱
者
の
苦
労
に
つ
い
て
「
開
田
誌
」
は
、

「
事
業
の
大
な
る
見
て
反
対
者
が
多
く
容
易
に
ま
と
ま
る
を
見
ず
、
反

対
者
聞
に
は
頑
迷
あ
り
、
産
業
の
偏
見
経
済
を
説
く
あ
り
、
雷
同
す
る
あ
り
、
喧
々
噺
笑
は
日
毎
に
勢
を
増
し
流
害
は
蜜
語
を
生
み
、
こ

の
画
期
的
の
大
事
業
も
或
は
中
絶
の
止
な
き
に
あ
ら
ず
や
と
疑
わ
る
る
有
様
で
あ
っ
た
が
、
発
起
人
岩
淵
勝
治
氏
は
:
:
:
中
略
:
:
:
他
の

同
志
高
橋
胤
治
氏
そ
の
他
賛
成
者
を
激
励
し
、
少
し
も
ゆ
る
む
処
な
く
文
字
通
り
不
た
う
不
屈
初
志
貫
徹
に
精
進
、
自
ら
陣
頭
第
一
線
に

立
っ
て
反
対
者
の
説
得
に
努
力
し
た
の
で
あ
る
。
県
当
局
も
こ
の
公
共
的
犠
性
精
神
の
熱
烈
に
感
奮
共
鳴
し
、
鞭
捷
を
惜
し
ま
ず
、
遂
に

提
唱
以
来
四
年
の
歳
月
は
移
り
、
流
石
喧
々
ご
う
ご
う
た
る
反
対
者
も
漸
次
声
を
潜
め
果
て
は
口
〈
一
名
を
数
え
る
の
み
こ
と
ご
と
く
納
得

合
意
」
と
記
し
て
い
る
丘
三

事
業
は
、
昭
和
六
年
の
凶
作
時
に
実
施
さ
れ
た
時
局
匡
救
事
業
と
し
て
の
認
可
を
え
、

八
年
二
月
十
三
日
着
工
、
翌
十
年
三
月
竣
功
し

た
。
事
業
費
は
統
計
六
七
、
五
八

O
円
で
あ
っ
た
。
事
業
内
容
は
、
①
水
量
豊
か
な
北
上
川
の
水
を
利
用
す
る
た
め
取
水
施
設
を
つ
く
る

と
と
も
に
用
水
幹
線
を
配
置
す
る
こ
と
、
@
道
水
路
の
新
設
攻
廃
を
お
こ
な
い
、
耕
地
利
用
を
増
進
さ
せ
る
こ
と
、
@
旧
田
へ
の
補
水
と

開
田
へ
の
給
水
に
よ
っ
て
水
田
の
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
に
要
約
さ
れ
る
。

事
業
実
施
後
の
土
地
の
変
動
は
第
二
表
の
通
り
で
、
水
田
は
一

O
町
三
反
歩
(
実
測
)
か
ら
六
二
町
七
反
歩
と
変
っ
て
い
る
。
揚
水
場

に
は
毎
秒
十
三
立
方
尺
の
揚
水
能
力
を
有
す
る
ポ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
に
幹
線
水
路
が
接
続
さ
れ
た
。
幹
線
道
路
は
、
二
間
半
幅
の

も
の
が
三
線
、
耕
作
道
路
は
二
間
半
以
下
の
も
の
が
四
七
線
配
置
さ
れ
、
耕
地
の
景
観
が
一
変
し
た
。
な
お
水
田
の
区
画
は
、
当
時
各
地

で
採
用
さ
れ
た
一

0
ア
ー
ル
区
画
を
標
準
に
し
て
い
る
。

事
業
の
効
呆
は
、
①
反
当
収
量
(
玄
米
)
が
平
均
二
・
七

1
二
・
八
石
と
な
り
、
昭
和
八
年
の
豊
作
時
に
は
四
石
以
上
の
収
量
を
得
た



と
こ
ろ
が
出
た
こ
と
、
②
玄
米
価
格
を
一
石
二

O
円
と
み
る
と
、
反
当
二

O
余
円
の
利
益
と
な
り
、
大
小
麦
の
利
益
に
く
ら
べ
て
六

t
七

倍
の
利
益
増
と
な
っ
た
こ
と
、
@
水
田
の
増
加
に
よ
っ
て
労
力
の
配
分
が
容
易
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

回
、
三

0
年
代
前
半
の
土
地
改
良
事
業

戦
前
に
お
け
る
北
上
盆
地
周
辺
の
関
係
事
業
は
、
磐
井
川
下
流
両
岸
に
集
中
し
て
み
ら
れ
る
白
〉
O

こ
れ
ら
は
、

藩
政
期
に
確
立
し
た

水
利
を
前
提
と
し
て
い
る
点
で
一
致
す
る
。
盆
地
南
端
部
の
土
地
改
良
業
事
は
、
二

0
年
代
に
は
み
る
べ
き
も
の
が
な
く
、
一
ニ

0
年
代
前

北上盆地南端部の水利と土地改良79 

品目別労働報酬

¥|陪価格|一時間|耕輔
米 29，650円 180.2時間
小麦 7，763 138.9 136 

大麦 7，516 143.5 114 

煙草 38，015 1，228.6 138 

甘藍 17，212 142.9 341 

大豆 8，608 105.8 688 

馬鈴薯 13，457 149.0 188 

りんご 42，735 485.1 125 

まゆ 23，43'8 331 

表 3

半
に
集
中
し
て
い
る
。

農林編

事
業
地
区
は
、
右
岸
南
部
の
中
里
地
区
の
よ
う
な
旧
田
の
改
良
地
区
も
含
ま
れ

る
が
、
そ
の
多
く
は
北
上
川
本
流
水
の
利
用
を
前
提
と
す
る
自
然
堤
防
地
帯
に
集

岩手県農林水産統計年報

中
し
て
い
る
。
こ
れ
は
北
上
川
の
支
流
並
び
に
山
地
小
河
川
の
利
用
か
ら
除
外
さ

れ
て
き
た
自
然
堤
防
地
帯
が
、
北
上
川
の
用
水
体
系
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
山
地
周
辺
の
旧
田
地
帯
と
は
な
れ
た
開
発
の
歩
み
を
始
め
た
こ
と
も
意
味
す

る。
照
井
堰
の
用
水
改
良
は
、
昭
和
十
七
年
の
用
水
取
入
口
の
頭
首
工
の
改
良
、

十
六

1
二
十
九
年
の
上
流
大
幹
線
水
路
(
入
、

0
0
0
メ
ー
ト
ル
)
お
よ
び
幹
線

30年度

水
路
八
線
の
改
修
な
ど
た
び
た
び
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
既
存

の
土
地
改
良
区
に
所
属
す
る
用
水
の
強
化
を
意
図
し
た
も
の
で
、
隣
接
の
自
然
堤
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防
地
帯
に
水
利
権
を
拡
大
す
る
構
想
と
は
無
縁
の
も
の
で
あ
っ
た
。

照
井
堰
の
用
水
状
況
を
、

白
井
義
彦
ら
の
報
告
に
よ
っ
て
み
る
と
(
担
、

取
水
地
点
に
お
け
る
代
か
き
期
の
水
量
は
、
全
用
水
域
の
粗

用
水
量
の
最
大
値
と
ほ
ぼ
同
じ
毎
秒
三
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
水
量
は
、
栗
駒
山
系
の
融
雪
水
に
支
え
ら
れ
た
も

の
で
、
そ
の
後
の
水
量
は
い
ち
じ
る
し
く
低
下
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
夏
期
の
取
入
口
地
点
の
取
水
量
は
、

一
・
入

l
ニ
・
三
立
方
メ
l

ト
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

い
ま
六

i
八
月
の
粗
用
水
量
を
み
る
と
、
毎
秒
二
・
一
七
立
万
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
必
要
量

す
れ
す
れ
の
水
量
で
あ
っ
て
、
早
天
時
に
は
た
ち
ま
ち
用
水
不
足
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
自
然
堤
防
地
帯
の
新
し
い
開
発
へ
の
歩
み
は
、

古
い
用
水
地
域
と
の
こ
の
よ
う
な
確
執
の
結
果
で
あ
っ
た
。

戦
後
の
事
業
は
、
農
地
改
革
に
よ
っ
て
小
作
地
が
解
放
さ
れ
、
農
民
の
投
資
意
欲
が
著
し
く
高
ま
っ
た
こ
と
や
、
多
肥
栽
培
、
保
温
折

衷
苗
代
、
早
期
挿
秩
に
代
表
さ
れ
る
技
術
の
向
上
が
、
用
排
水
の
自
由
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
区
画
の
補
正
、
農
道
の
整
備
を
必
要
と
し
た

こ
と
を
背
景
に
し
て
い
る

av
こ
れ
が
三

0
年
代
に
入
っ
て
活
発
と
な
っ
た
の
は
、

食
管
法
に
よ
る
米
価
の
保
障
に
よ
っ
て
、
米
生
産

が
絶
対
的
に
も
相
対
的
に
も
大
き
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
表
に
よ
っ
て
、
昭
和
三
十
一
年
の
各
種
生
産
物
の
家
族
労

働
報
酬
に
つ
い
て
み
る
と
、
米
が
九
七
九
円
と
も
っ
と
も
高
く
、
他
の
多
く
は
そ
の
半
額
に
も
達
し
て
い
な
い
。

未
聞
団
地
の
開
田
要
求
は
、
こ
の
よ
う
な
状
勢
の
も
と
に
よ
う
や
く
本
格
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
動
き
は
事
業
地
区
の
用
水
問
題
の

解
決
を
必
須
の
も
の
と
し
た
。
し
か
し
、
右
岸
部
の
場
合
、
用
水
量
の
増
大
を
計
っ
て
、
取
り
入
れ
施
設
及
び
幹
線
水
路
を
再
改
修
す
る

こ
と
は
、
関
係
農
民
に
新
た
な
負
担
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
実
現
は
困
難
で
あ
っ
た
。
北
上
川
ぞ
い
の
自
然
堤
防
地
帯
の
土

地
改
良
事
業
は
、
こ
の
た
め
山
地
よ
り
の
旧
団
地
帯
と
独
立
し
て
す
す
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
下
、
旧
田
の
改
良
事
業
と
新
規
開
田
事
業
の
二
つ
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
地
区
内
部
の
要
因
に
注
意
し
な
が
ら
と
り



あ
げ
よ
う
。

1
 
1
 
(
 

旧
国
改
良

中
里
土
地
改
良
事
業
は
、
実
際
に
は
中
里
土
地
改
良
事
業
と
中
里
北
土
地
改
良
事
業
の
二
つ
に
分
れ
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し

一
括
し
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

か
し
こ
の
二
つ
は
隣
接
地
で
あ
り
、
事
業
内
容
や
経
営
条
件
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
の
で
、

既
述
の
よ
う
に
こ
の
地
区
は
、
盆
地
南
西
部
、
磐
井
川
、
ぞ
い
に
位
置
し
、
局
部
的
な
起
伏
の
極
め
て
少
な
い
平
坦
地
で
あ
る
。
用
水
は

磐
井
川
北
岸
の
南
照
井
堰
か
ら
分
れ
る
下
照
井
堰
、
中
照
井
堰
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
分
れ
る
南
壊
、
中
堰
、
北
堰
で
あ
る
。
水
路
は
い
ず

北上盆地南端部の水利と土地改良

中里土地改良事業面積

¥|施行前l拡張吋施行後
国 398.6100町 385.1000 

止田 17.9900 関田 5.07 12.6000 

宅地 0.2700 0.2500 

小計 416.8700 397.9500 

道路 11.6000 23.1400 

水路 10.9300 18.3100 

小計 22.5300 41. 4500 

計 |439側|

表 4
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れ
も
素
堀
り
で
、
正
規
の
断
面
を
も
た
ず
、
耕
地
へ
の
通
水
は
も
っ
ぱ
ら
田
越
し

で
あ
っ
た
。

中里・中里北地区土地改良事業計画書

事
業
前
の
用
水
状
況
は
、
決
し
て
潤
沢
と
は
い
え
な
い
が
、
用
水
不
足
に
よ
る

植
付
不
能
や
、
早
抜
に
よ
る
被
害
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
排
水
状
況
は
、

用
排
兼
用
水
路
の
た
め
概
し
て
不
良
で
、
こ
の
状
況
は
降
雨
時
に
い
ち
じ
る
し
か

っ
た
。
し
か
し
地
区
外
か
ら
の
排
水
は
、
北
上
川
お
よ
び
磐
井
川
の
洪
水
時
の
侵

水
以
外
は
問
題
は
な
か
っ
た
。
農
道
は
配
置
が
不
完
全
で
、
生
産
資
財
や
収
穫
物

の
運
搬
が
不
便
で
あ
っ
た
。
水
田
の
区
画
は
不
規
則
で
、
畜
力
、
機
械
力
の
導
入

を
阻
害
し
て
い
た
。
事
業
当
時
の
営
農
は
、
水
田
耕
作
を
主
と
し
、
畑
は
全
耕
地

の
約
一

O
Mで
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
自
給
む
け
の
生
産
で
あ
っ
た
。

工
事
の
目
的
に
つ
い
て
計
画
書
は
「
区
画
整
理
に
伴
っ
て
其
の
総
て
を
改
良
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し
、
或
は
畜
力
や
機
械
力
の
高
度
利
用
に
よ
り
労
力
を
省
き
、
或
は
排
水
を
完
全
化
し
て
、
肥
料
の
節
約
を
図
る
等
農
業
を
合
理
化
し
、

生
産
力
を
高
め
、
土
地
の
農
業
上
の
利
用
増
進
を
図
る
」
と
し
る
し
て
い
る
自
)
O

中
里
事
業
区
の
主
要
な
事
業
内
容
は
「
県
道
今
泉
線
以
内
を
全
面
的
に
区
画
整
理
を
施
行
す
る
。
本
地
区
の
用
水
分
水
個
所
、
即
ち
大

違
分
水
及
び
南
堰
の
用
水
取
入
口
で
あ
る
山
国
町
裏
五
代
水
問
、
及
び
そ
の
付
帯
設
備
、
中
照
井
堰
中
に
あ
る
各
分
水
口
は
現
在
の
ま
ま

と
し
て
使
用
す
る
も
従
来
の
水
量
を
調
節
し
、
実
地
に
対
応
す
る
よ
う
適
正
分
水
を
な
す
。
地
区
内
用
水
幹
線
と
南
堰
は
路
線
を
変
更
し

て
新
た
に
設
け
、
中
堰
は
殆
ん
ど
現
在
通
り
の
路
線
と
す
る
。
県
道
今
泉
線
は
現
在
の
ま
ま
、
そ
の
他
地
区
の
境
界
を
な
す
道
路
は
一
部

改
修
を
な
す
個
所
あ
る
も
、
殆
ん
ど
大
部
分
は
現
在
の
ま
ま
と
す
る
。
そ
の
他
の
通
水
路
は
殆
ん
ど
廃
止
し
、
新
た
に
縦
横
規
則
的
に
計

画
す
る
。
水
路
計
画
は
、
平
坦
地
で
あ
る
か
ら
用
水
と
排
水
を
区
分
す
る
各
専
用
水
路
と
す
る
。
地
区
内
に
点
在
す
る
畑
は
、
競
菜
畑
と

し
て
の
必
要
上
、
特
に
所
有
者
の
強
い
要
望
に
よ
り
規
則
的
に
残
す
」
計
画
で
あ
る
自
)
O

水
田
の
区
画
は
、
縦
横
そ
れ
ぞ
れ
十
問
、
三

O
聞
の
一
反
歩
が
標
準
で
、

一
戸
当
り
の
団
地
は
六
か
ら
一
ニ
へ
、

一
団
地
当
り
の
面
積

t土

一
、
四
反
歩
か
ら
二
九
反
歩
と
な
っ
た
。
ま
た
幹
線
道
路
は
、
自
動
車
の
通
行
が
可
能
な
よ
う
に
上
幅
四
、

0
メ
ー
ト
ル
、
支
線
道

路
は
同
じ
く
二
、
五
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
た
。

事
業
の
ね
ら
い
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
既
存
の
用
水
体
系
を
補
正
し
な
が
ら
、
水
田
の
生
産
力
を
強
化
す
る
こ
と
に
集
約
さ
れ
る
。
こ
れ

は
新
し
い
耕
作
技
術
を
前
提
に
旧
田
の
改
良
を
計
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
事
業
施
行
前
後
の
土
地
面
積
は
第
四

表
の
通
り
で
、
各
地
目
と
も
大
幅
な
変
動
は
認
め
ら
れ
な
い
。

北
上
川
の
自
然
堤
防
地
帯
に
集
中
し
て
み
ら
れ
る
新
規
開
田
事
業
は
、

新
期
開
田

「
米
十
商
業
的
畑
作
」
と
い
う
複
合
経
営
が
、
畑
作
部
門
の
不
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小島土地改良事業面積

施 行 前 耕地拡張面積 施 f.f 後

、筆 数|期u面積 自 畑 筆 数|面 手責

回 1，179 115.10町
畑 2，023 137.33町 111.93 10.41 10.41 

計 137.33 111. 93 10.41 125.51 l' 

道 路 3.13 3.13 4.92 

水 路 U 0.8 0.04 10.83 11 

計 3.93 3.17 15.75 

言十 乙023I凶 26I 115.10 I 

表 5

振
に
よ
っ
て
大
き
く
ゆ
ら
い
だ
こ
と
を
契
機
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
戦
前

小島地区土地改良事業計画書

に
お
け
る
商
業
部
門
の
中
心
を
な
し
て
い
た
養
蚕
は
、
化
せ
ん
の
普
及
に
よ
る
生
糸
産

業
の
不
振
に
よ
っ
て
大
き
な
打
撃
を
う
け
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
養
蚕
の
労
働
報
酬

を
み
る
と
(
第
三
表
)
、
甘
藍
並
み
に
下
落
し
て
い
る
。

ま
た
大
麻
は
、

漁
網
の
ナ
イ

ロ
ン
製
へ
の
切
り
か
え
に
よ
っ
て
販
路
が
と
ざ
さ
れ
、
麦
、
豆
類
は
輸
入
物
の
増
加
に

よ
っ
て
生
産
の
先
行
き
に
不
安
を
生
じ
て
い
る
。
も
う
一
っ
こ
の
地
方
の
特
産
物
の
一

つ
で
あ
る
菜
種
は
、
食
用
油
の
不
足
し
た
戦
後
の
一
時
期
、
有
力
な
作
物
と
し
て
重
宝

さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
一
二

O
年
す
ぎ
需
要
に
影
が
さ
し
た
の
で
あ
る
。
地
区
農
民
に

と
っ
て
米
生
産
へ
の
期
待
は
、
こ
の
よ
う
な
畑
作
部
門
の
不
振
に
よ
っ
て
切
実
さ
を
増

し
た
の
で
あ
る
。

北
上
川
左
岸
の
北
寄
り
に
あ
る
小
島
土
地
改
良
区
は
、
総
面
積
一
四
一
、
二
六
町
歩

の
畑
で
、
そ
の
う
ち
四
分
の
一
が
桑
園
で
あ
っ
た
。
農
家
の
所
有
耕
地
は
一
、
四
七
町

歩
で
、
そ
の
う
ち
水
田
は

O
、
五
八
町
歩
を
し
め
る
に
す
ぎ
ず
、
畑
作
部
門
の
不
振

は
、
農
家
に
と
っ
て
大
き
な
痛
手
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
地
区
農
民
の
事
業
に
対
す
る
同

意
が
一

O
O
Mに
達
し
た
の
は
、
米
作
に
対
す
る
関
心
の
強
さ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ

た。
事
業
前
、
こ
の
地
は
数
条
の
耕
作
道
路
が
走
っ
て
い
る
ほ
か
、
地
区
の
東
端
に
一
条
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の
排
水
が
あ
る
だ
け
の
荒
地
ま
じ
り
の
畑
で
あ
っ
た
。
事
業
の
中
心
は
、
北
上
川
本
流
水
の
利
用
に
よ
る
一
一
五
町
歩
の
開
田
と
、
こ
れ

に
加
え
る
一

O
、
四
一
町
歩
の
畑
の
区
画
整
理
で
あ
る
。
取
水
制
水
門
の
位
置
は
、
地
区
の
西
北
端
と
し
、
こ
こ
に
口
径
四

O
O弘
の
揚

水
機
と
五

O
聞
の
電
動
機
各
二
台
を
設
置
、
こ
れ
に
よ
っ
て
毎
秒

O
、
三
四
二
立
万
メ
ー
ト
ル
の
水
を
揚
水
す
る
も
の
で
あ
る
。
用
水
路

は
能
率
的
な
配
水
を
前
提
に
配
置
が
検
討
さ
れ
、
そ
の
延
長
は
既
設
水
路
と
新
設
用
水
路
を
合
せ
て
一
、
九
九
七
、
二
五
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
。
排
水
幹
線
は
、
東
方
の
低
地
を
南
に
む
か
つ
て
流
れ
る
旧
河
跡
が
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
勾
配
、
断
面
と
も
不
規
則
で
あ
っ
た
の

で
、
こ
れ
の
補
正
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
末
端
の
排
水
路
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
延
長
は
一
、
三
八
八
、
七
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
Q 

耕
地
の
標
準
区
画
は
、
七
、

五
聞
と
四

O
問、

一
O
聞
と
三

O
聞
の
一
反
歩
で
あ
る
。

一
団
地
当
り
の
平
均
面
積
は
、
耕
地
の
集
団
化

に
よ
っ
て

O
、
八
三
反
歩
か
ら
一
、
五
六
反
歩
、

と
し
な
か
っ
た
の
は
、
水
害
常
習
地
と
い
う
条
件
を
考
慮
し
て
、
耕
地
を
高
位
部
、
中
位
部
、
低
位
部
に
分
け
て
配
分
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

一
戸
当
り
の
団
地
は
、
六
ケ
所
か
ら
コ
一
ケ
所
に
変
っ
た
。

一
戸
当
り
の
団
地
を
一
ケ
所

事
業
施
行
前
後
の
土
地
面
積
は
、
第
五
表
の
通
り
で
、
全
面
積
一
四
一
、
二
六
町
歩
の
う
ち
開
田
が
一
一
五
、

一
O
町
歩
と
も
っ
と
も

多
い
。
道
路
・
水
路
面
積
が
、
事
業
前
よ
り
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
の
は
、
畜
力
及
び
農
業
機
械
の
導
入
を
前
提
と
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

玉
、
三

0
年
代
後
半
後
の
土
地
改
良
事
業

わ
が
国
経
済
は
、
昭
和
三

0
年
代
後
半
の
高
度
成
長
政
策
に
よ
っ
て
大
き
な
変
貌
を
と
げ
た
。
こ
の
時
期
、
農
業
は
、
農
業
基
本
法
の



成
立
に
よ
っ
て
、
そ
の
迂
代
化
が
計
ら
れ
た
。

三
0
年
代
後
半
後
の
盆
地
南
端
部
の
事
業
は
、
北
上
川
左
岸
が
旧
田
の
事
業
地
区
を
中
心
と
す
る
と
こ
ろ
、
右
岸
が
北
上
川
支
流
の
太

田
川
下
流
に
み
ら
れ
る
ほ
か
、
事
業
ず
み
の
地
区
周
辺
に
数
多
く
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
内
容
を
三

0
年
代
前
半
の
事
業
に
く
ら
べ
る
と
、
用
排
水
分
離
と
乾
田
化
の
促
進
と
い
う
点
は
共
通
し
て
い
る
が
、
大

型
機
械
化
大
系
の
導
入
に
よ
っ
て
経
営
の
合
理
化
を
計
っ
て
い
る
点
に
大
き
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
農
業
就
業
人
口
が
農
外
労

働
へ
の
就
業
に
よ
っ
て
減
少
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
型
機
械
の
導
入
は
、
経
営
の
省
力
化
の
条
件
で
あ
り
、
大
圃
場

づ
く
り
と
用
排
水
の
自
由
な
コ

γ
ト
ロ
ー
ル
は
、
大
型
機
械
の
導
入
の
前
提
条
件
で
あ
っ
た
。

北上盆地南端部の水利と土地改良

か
つ
て
新
井
鎮
久
は
、
中
川
水
系
の
農
業
構
造
改
善
事
業
に
つ
い
て
検
討
を
す
す
め
て
い
る
ハ
ロ
ヨ

区
と
も
大
型
の
圃
場
化
、
暗
渠
排
水
、
農
道
拡
張
、
揚
排
水
機
場
の
新
・
増
設
な
ど
相
共
通
し
て
い
る
の
は
、
中
川
水
系
の
湿
田
と
零
細

新
井
は
、

事
業
内
容
が
各
事
業
地

な
耕
地
区
画
が
、
関
係
事
業
の
進
展
の
阻
害
条
件
と
し
て
意
識
さ
れ
、
そ
の
是
正
が
計
ら
れ
た
も
の
と
述
べ
、

か
つ
て
の
増
収
技
術
の
範

ち
ゅ
う
に
属
す
る
も
の
と
は
性
格
を
異
に
す
る
と
評
価
し
て
い
る
。
当
該
地
区
の
事
業
も
ま
た
、
こ
れ
と
同
じ
性
格
の
も
の
で
あ
る
。

盆
地
南
端
部
の
事
業
は
、
大
型
機
械
の
導
入
を
前
提
と
し
た
も
の
の
他
、
旧
事
業
地
区
の
周
辺
に
数
多
く
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
事
業
に
対
す
る
補
助
率
の
低
い
共
同
施
行
で
、
規
模
は
い
ず
れ
も
零
細
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
業
が
各
地
で
と
り
あ
げ

ら
れ
た
の
は
、
地
区
周
辺
に
有
す
る
水
田
の
生
産
力
の
向
上
や
、
農
外
収
入
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
関
係
事
業
に
対
す
る
投
資
能
力
が
高
ま

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

中
里
地
区
の
用
水
末
端
の
事
業
は
、
昭
和
二
十
六
年
に
始
め
ら
れ
た
幹
線
用
水
路
の
改
修
と
、
三
十
一
年
に
始
め
ら
れ
た
か
ん
が
い
排

85 

水
事
業
後
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
用
排
水
事
業
は
、
地
区
内
に
流
入
す
る
排
水
を
増
加
さ
せ
、
畑
へ
の
滞
留
や
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地
下
水
位
の
上
昇
を
も
た
ら
し
た
。

こ
の
た
め
桑
木
の
立
枯
れ
な
ど
作
物
障
害
が
各
地
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
、
る

(50
農

民
は
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
た
っ
て
、
耕
地
の
畑
と
し
て
の
利
用
を
断
念
し
、
排
水
の
反
履
利
用
に
よ
る
水
田
と
し
て
の
利
用
に
ふ
み
切

っ
た
の
で
あ
る
。
零
細
な
事
業
地
区
の
な
か
に
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
事
情
に
よ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

以
下
、
旧
改
良
区
の
再
改
良
が
事
業
の
中
心
で
あ
る
長
島
土
地
改
良
事
業
、
用
排
水
の
改
良
を
契
機
と
し
て
事
業
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た

)
 -
(
 

長
島
土
地
改
良
事
業

太
田
川
土
地
改
良
事
業
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
の
特
色
と
内
容
を
検
封
し
よ
う
。

こ
の
地
区
は
、
東
が
北
上
山
地
、
西
が
北
上
川
に
は
さ
ま
れ
た
不
等
辺
三
角
形
の
土
地
で
、
面
積
は
九
七
)
七
三
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
有

す
る
。
用
水
は
、
地
区
中
央
の
北
上
川
左
岸
と
隣
接
の
長
部
土
地
改
良
区
に
設
置
さ
れ
た
二
機
の
揚
水
機
に
依
存
し
て
い
た
が
1

施
設
の

老
朽
化
と
開
田
の
増
加
に
よ
っ
て
用
水
不
足
が
め
だ
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
事
業
地
区
は
昭
和
七
年
か
ら
三
か
年
計
画
で
開
田
と
区
画
整

理
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
当
時
採
用
さ
れ
た
水
田
の
区
画
は
、
畜
力
利
用
を
前
提
と
す
る
一
反
歩
区
画
が
標
準
区
画
で
あ

長島土地改良事業面積、、

|事業前|事業後

78，106ha 
9，136 

区土地改良事業計画書

86，667ha 

86，667 
6，265 
4，806 
11，071 

97，738 

87，.300 
5，968 
4，470 
10，438 

0.058 

97，738 

表 B

田

畑

林

野

地

計

路

路

計

一

計

山

原

宅

小

道

水

小

一

合

っ
た
。
こ
の
区
画
で
は
、
大
型
農
業
機
械
の
利
用
に
支
障
が
あ
る
と
と
も

に
、
そ
れ
に
付
随
し
た
農
道
も
同
じ
よ
う
に
大
型
機
械
の
通
行
が
困
難
で
あ

っ
た
。計画
書
は
、

「
地
区
内
全
面
的
に
区
画
を
再
整
理
し
、

一
部
開
田
を
施
行

し
、
同
時
に
農
道
及
び
用
排
水
路
を
整
備
し
、
揚
水
施
設
並
び
に
幹
線
用
水

長島地

路
を
改
修
し
て
適
正
な
用
水
配
分
を
行
う
、
即
ち
か
ん
が
い
排
水
事
業
並
び

に
区
画
整
理
の
複
合
計
画
実
施
に
よ
り
生
産
基
盤
を
確
立
し
、
機
械
化
施
設
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太田川園場整備事業面積

よぞと1 国 畑 |道水路等|合 計

回 45.5538 0.5505 5.4247 51. 5920ha 

畑 0.3435 0.9330 0.0705 1. 3467 

山林原野 0.0540 0.0179 0.0719 

道水路等 5.4552 0.1720 0.4932 6.1204 

メロ込 計| 59.0680 

表 7

土地改良事業計画書

乾
燥
調
整
施
設
を
導
入
し
て
省
力
化
と
生
産
力
の
向
上
を
図
り
、
併
せ
て
農
業
経
営
の
合
理
化

に

寄

与

す

る

」

白

)

と

記

し

て

い

る

。

用

水

は

取

水

個

所

を

従

事
業
内
容
に
つ
一
い
て
み
る
主
、

来
通
り
北
上
川
本
流
の
こ
か
所
と
し
、
こ
れ
に
一
号
か
ら
八
号
ま
で
の
幹
線
水
路
を
結
び
つ

け
、
東
方
中
央
部
の
高
所
に
も
十
分
な
配
水
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
る
。
排
水
は
従
来
通
り
桜

川
、
小
河
、
小
荒
川
の
三
河
川
に
集
水
し
、
西
方
を
流
れ
る
古
川
と
、
東
方
を
流
れ
る
荒
川
に

大田川地区

結
び
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。
耕
地
の
区
画
は
、
大
型
機
械
の
使
用
に
適
す
る
よ
う
に
三

O
ア
l

ル
を
標
準
区
画
と
し
た
の
で
あ
る
。
事
業
前
後
の
土
地
の
変
動
は
第
六
表
の
通
り
で
、
水
田
が

七
八
、
一

O
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
八
六
、
六
六
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
ゼ
道
水
路
が
一

O
、
四
三
八
へ

ク
タ
l
ル
か
ら
十
一
、

O
七
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
若
干
の
増
加
、
畑
が
九
、

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら

O
に
変
っ
て
い
る
。

(2) 

太
田
川
園
場
整
備
事
業

太
田
川
事
業
区
は
、
北
上
川
の
支
流
太
田
川
に
そ
う
五
九
、

る
。
こ
の
地
は
南
西
か
ら
北
東
に
八

O
分
の
一
か
ら
三

O
O分
の
一
ゆ
る
や
か
に
傾
斜
す
る
沖

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
で
あ

積
地
で
、
表
土
は
壌
土
で
お
お
わ
れ
て
い
る
。
用
水
源
は
、
太
田
川
中
流
の
更
の
上
頭
首
工
よ

り
取
水
す
る
も
の
と
、
照
井
堰
西
風
用
水
路
並
び
に
地
区
下
流
に
設
置
さ
れ
た
揚
水
機
に
よ
る

も
の
に
分
れ
る
。
用
水
状
況
は
、

一
部
、
高
位
部
を
の
ぞ
い
て
良
好
で
あ
る
。
排
水
は
、
用
水

路
と
の
兼
用
で
あ
る
た
め
十
分
に
機
能
を
発
揮
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
地
区
が
か
か
え
る
大
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き
な
問
題
は
、
排
水
本
線
で
あ
る
太
田
川
が
断
面
、
勾
配
、
屈
曲
と
も
不
整
な
た
め
、
降
雨
時
の
通
水
が
い
ち
じ
る
し
く
阻
害
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。

事
業
の
と
り
く
み
は
、
災
害
防
除
を
目
的
と
す
る
太
田
川
の
改
修
事
業
の
実
施
に
よ
っ
て
、
用
排
水
の
自
由
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能

と
な
っ
た
こ
と
が
発
端
と
な
っ
て
い
る
。

計
画
書
は
、
事
業
の
目
的
に
つ
い
て
、
「
木
地
区
の
や
や
中
央
を
太
田
川
が
流
下
せ
る
も
、
県
土
木
部
に
お
い
て
改
修
計
画
を
立
案
実

施
の
段
階
に
際
し
、
そ
の
改
修
計
画
の
歩
調
に
合
せ
、
地
区
内
の
圃
場
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。
元
来
不
整
形
な
る
水
田
に
対
し
、
用

排
水
配
分
に
よ
る
大
な
る
労
力
を
費
し
、
農
業
機
械
の
導
入
も
不
充
分
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
本
計
画
に
お
い
て
区
画
の
統
制
を
計
る
と
共

に
農
業
機
械
の
導
入
を
円
滑
に
な
ら
し
め
、
用
排
水
路
又
耕
作
道
路
の
整
備
を
完
全
に
し
、
立
地
条
件
の
向
上
を
計
る
と
共
に
今
後
の
近

代
化
農
業
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
」
ハ
恕
と
記
し
て
い
る
。

事
業
の
重
点
は
、
旧
田
の
区
画
整
理
、
耕
作
道
路
、

お
よ
び
用
排
水
路
の
整
備
で
あ
る
。
具
体
的
に
み
る
と
、
用
水
は
、
太
田
川
北
岸

が
太
田
川
の
頭
首
工
に
よ
る
も
の
と
照
井
壊
日
向
水
路
よ
り
取
水
し
て
高
位
部
に
導
く
も
の
、
南
岸
が
照
井
堰
西
風
水
路
よ
り
取
水
す
る

も
の
と
揚
水
機
に
よ
っ
て
国
道
四
号
線
ぞ
い
に
導
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
結
び
つ
く
用
水
路
は
、

フ
リ
ュ

l
ム
管
と
素
堀
水
路

の
ご
種
類
と
し
、
送
水
途
中
の
地
形
に
応
じ
て
暗
渠
お
よ
び
水
路
橋
を
設
置
し
て
、
全
地
区
に
滞
り
な
く
配
水
す
る
も
の
で
あ
る
。
耕
地

の
区
画
は
、
大
型
機
械
の
導
入
を
前
提
に
、
そ
れ
ま
で
の
一
ニ

t
七
ア
ー
ル
区
画
を
是
正
し
て
一

O
O
×
三

0
メ
ー
ト
ル
の
三

0
ア
ー
ル
を

標
準
と
し
、
こ
れ
に
幅
員
豆
、
五
メ
ー
ト
ル
、
四
メ
ー
ト
ル
、
三
メ
ー
ト
ル
の
道
路
を
配
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
事
業
前
後
の
土
地
の
変

動
は
第
七
表
の
通
り
で
、
道
水
路
面
積
が
や
や
増
加
し
た
こ
と
や
、
筆
数
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
以
外
、
大
き
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な

L 、。



大
型
機
械
の
導
入
構
想
は
、
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
利
用
を
基
準
に
検
討
さ
れ
、

一
区
画
三
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
を
農
協
が
管
理
す

る
機
械
に
よ
っ
て
耕
作
す
る
も
の
で
あ
る
。
機
械
お
よ
び
施
設
は
、

ロ
ー
タ
リ
ー
、
水
田
ハ
ロ

I
、
マ
ニ
ュ
ア
ス
。
フ
レ

ト
ラ
ク
タ
ー
、

ー
、
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
、

コ
ン
バ
イ
ン
、

ト
レ
ー
ラ
ー
、
循
環
式
生
乾
燥
機
、
自
動
籾
す
り
機
で
あ
る
。
耕
作
団
地
は
、
将
来
の
協
業
経
営

に
そ
な
え
て
部
落
単
位
、

一
農
家
一
団
地
と
な
る
よ
う
調
整
さ
れ
た
。

六
、
ま

と

め

北
上
盆
地
南
端
部
の
伝
統
的
な
農
業
経
営
の
特
色
は
、
山
地
寄
り
の
水
田
と
、
北
上
川
ぞ
い
の
畑
の
組
合
せ
に
よ
る
「
米
+
商
業
的
畑

作
」
の
複
合
経
営
に
あ
る
。
こ
れ
は
用
水
体
系
が
山
あ
い
の
小
河
川
を
前
提
と
す
る
こ
と
の
端
的
な
反
映
で
あ
る
。

北上盆地南端部の水利と土地改良

盆
地
南
端
部
の
土
地
改
良
は
、
昭
和
初
期
、
自
給
飯
米
の
確
保
を
目
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
北
上
川
左
岸
の
も
の
が
も
っ
と
も
古
い
。

こ
の
時
期
、
畑
作
物
の
商
品
価
格
は
、

い
ま
だ
完
全
に
は
低
下
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
を
発
端
に
本
格
的
な
開
田
へ
発
展
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。事
業
は
、
昭
和
三

0
年
代
に
入
っ
て
い
ち
じ
る
し
く
進
展
し
た
。
こ
れ
は
多
肥
栽
培
、
早
期
挿
棋
に
代
表
さ
れ
る
米
作
技
術
の
適
用
の

た
め
に
、
土
地
改
良
が
必
須
の
も
の
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
関
係
事
業
は
、
そ
の
内
容
か
ら
既
存
の
用
水
改
良
を
前
提
と
す
る
旧
田
改

良
と
、
北
上
川
本
流
水
の
利
用
を
前
提
と
す
る
開
田
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
古
い
用
水
体
系
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
よ
う
と
す

る
旧
団
地
帯
と
、
水
利
権
の
拡
大
を
期
待
す
る
自
然
堤
防
地
帯
の
確
執
の
反
映
で
あ
る
。
自
然
堤
防
地
帯
の
北
上
川
の
用
水
体
系
へ
の
編

入
は
、
当
該
地
区
の
開
発
が
旧
団
地
帯
か
ら
離
れ
て
独
自
の
道
を
た
ど
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

89 

三
0
年
代
後
半
に
入
っ
て
、
事
業
は
大
型
機
械
の
導
入
を
前
提
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
大
圃
場
づ
く
り
は
、
大
型
機
械
導
入
の
必
要
条
件
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で
あ
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
用
排
水
の
自
由
な
利
用
が
要
求
さ
れ
た
。
事
業
は
旧
田
改
良
と
再
改
良
に
わ
け
ら
れ
る
が
、
内
容
に
大
き

な
違
い
は
認
め
ら
れ
な
い
。
な
お
こ
の
時
期
、
零
細
な
事
業
が
各
地
区
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
上
流
の
用
排
水
改
良
に
よ
っ
て
排

水
処
理
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
や
、
農
外
収
入
の
増
加
に
よ
っ
て
事
業
の
負
担
力
が
向
上
し
た
こ
と
に
よ
る
。

事
業
の
進
展
は
、
伝
統
的
な
複
合
経
営
を
米
に
代
表
さ
れ
る
単
一
経
営
に
変
え
て
き
た
。
水
利
体
系
の
分
断
と
事
業
地
区
の
分
散
は
、

先
進
米
作
地
帯
の
そ
れ
が
水
利
の
一
本
化
を
前
提
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
に
く
ら
べ
、

一
歩
遅
れ
た
段
階
の
事
業
で
あ
る
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
る
。
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べ
き
で
あ
る
。

(
3
)
山
田
安
彦
(
一
九
七
五
)
明
治
以
降
に
お
け
る
北
上
川
治
水
の
歴
史
地
理
学
的
分
析
に
関
す
る
覚
え
書
岩
手
大
学
教
育
学
部
研
究
年
報

第
三
五
巻

(
4
)
照
井
堰
土
地
改
良
区
中
里
地
区
土
地
改
良
計
画
書

(
5
)
農
政
調
査
委
員
会
こ
九
六
八
)
水
田
の
基
盤
整
備
九
支

(
6
)

阿
部
和
夫
(
一
九
七
二
)
明
治
末
期
の
山
目
耕
地
整
理
事
業
岩
手
史
学
研
究
第
六
二
号

(
7
)
阿
部
和
夫
こ
九
六
八
)
農
業
地
域
の
研
究
動
向
と
後
進
農
業
地
域
研
究
の
課
題
|
岩
手
県
を
中
心
に
|

(
8
)

阿
部
和
夫
こ
九
七
三
)
江
刺
平
野
に
お
け
る
土
地
改
良
の
展
開
(
上
)
歴
史
地
理
学
紀
要
十
五

(
9
)
仙
台
農
地
事
務
局
こ
九
五
九
)
岩
手
県
北
上
川
水
系
に
お
け
る
農
業
水
利
の
展
開
二

O
頁

(
叩
)
滝
沢
峰
泉
編
関
田
誌
(
長
島
耕
地
整
理
ニ

O
周
年
記
念
誌
)

新
地
理

第
二
ハ
巻
一
号



(
ロ
)
前
掲
耕
地
整
理
事
業
の
展
開

(
日
)
白
井
義
彦
・
加
藤
徹
(
一
九
七
七
)

(
U
〉
前
掲
農
業
水
利
の
展
開
四
回
頁

(
日
)
(
時
)
照
井
堰
土
地
改
良
区
中
里
地
区
土
地
改
良
事
業
計
画
書

(
汀
)
新
井
鎮
久
(
一
九
七
七
)
地
域
農
業
と
立
地
環
境
大
明
堂

(
団
〉
根
岸
谷
起
は
、
こ
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

(
四
)
長
島
土
地
改
良
区
長
島
地
区
土
地
改
良
事
業
計
画
書

(
却
)
平
泉
土
地
改
良
区
太
田
川
地
区
土
地
改
事
良
業
計
画
書

北
上
川
狭
窄
部
の
水
利
問
題

i
一
関
遊
水
池
計
画
の
検
討
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五
O
頁

水
利
科
学

一
一
五
号




